
ど
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
多
く
設
置
し
た
り
、

院
内
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
難
病
や
障
害
児
の
親
の
会
、
医

療
・
保
健
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
情
報
も
必

要
に
応
じ
て
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 

テ
ー
マ
２ 

障
害
が
あ
る
子
ど
も
の
地
域
生

活
支
援 

障
害
が
あ
る
子
ど
も
の
地
域
生
活
支
援
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
３
、
４
階
に
、
社
会
福
祉

法
人
が
運
営
し
て
い
る
「
じ
ね
ん
じ
ょ
」
が

あ
り
ま
す
。
「
障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
の
中

で
み
ん
な
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
」

障
害
が
あ
る
人
達
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め

の
お
手
伝
い
を
す
る
場
で
す
。
毎
日
４０
名
近

く
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
に
つ

い
て
相
談
さ
れ
た
い
方
は
、
４
階
の
担
当
者

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

以
上
、
当
院
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

や
、
主
な
活
動
内
容
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
職
員
一

同
、
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ＮＯ．３１ ２０年４月１日 発行 

か
ね
は
ら
小
児
科
は
１０
年
目
を
迎
え
ま
し
た 

新
た
な
出
発
の
年
で
す
！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

院
長 

金
原
洋
治 

今
年
の
４
月
１
日
で
、
か
ね
は
ら
小
児
科
は

開
設
１０
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

開
業
時
に
「
子
育
て
支
援
」
と
「
障
害
児
・

者
の
地
域
生
活
支
援
」
の
２
つ
を
大
切
な

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
１０
年
間
医
療
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の

活
動
の
内
容
を
振
り
返
り
、
ど
の
く
ら
い
実

現
で
き
た
か
を
見
直
し
、
新
た
な
目
標
を
立

て
る
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
員

一
同
、
今
ま
で
の
医
療
の
内
容
を
も
う
一
度

見
つ
め
直
し
、
よ
り
一
層
子
ど
も
や
子
育
て

を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
に
役
立

つ
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

２
つ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
考
え
方
や
取
り
組

み
を
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

テ
ー
マ
１ 

子
育
て
支
援 
す
べ
て
の
子
ど

も
の
支
援
の
た
め
に
！！ 

 

日
々
の
診
療
そ
の
も
の
が
子
育
て
支
援 

感
染
症
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
な
ど
子
ど
も
に

よ
く
あ
る
病
気
が
、
ど
ん
な
病
気
で
ど
ん
な

経
過
を
た
ど
る
の
か
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
に
関
す

る
情
報
を
、
そ
の
都
度
で
き
る
だ
け
丁
寧
に

説
明
し
、
子
育
て
の
主
役
の
お
母
さ
ん
や
お

父
さ
ん
が
、
自
信
を
持
っ
て
子
育
て
で
き
る

よ
う
に
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
当
院
は
、
多
く
の
方
が
受

診
さ
れ
ま
す
の
で
短
時
間
で
必
要
な
情
報
を

お
伝
え
す
る
た
め
、
説
明
書
を
作
成
し
お
話

し
て
い
ま
す
。
家
に
持
っ
て
帰
り
、
御
家
族

の
皆
さ
ん
で
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
疑
問
点
は
、
遠
慮
な
く
医
師
に
お
尋

ね
下
さ
い
。 

 

説
明
は
、
医
師
だ
け
で
な
く
、
事
務
員
、

看
護
師
、
作
業
療
法
士
、
心
理
士
、
栄
養
士

な
ど
が
チ
ー
ム
で
役
割
分
担
し
て
行
う
も
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
も
積
極
的

に
学
会
や
研
修
会
に
参
加
し
た
り
、
院
内
の

研
修
会
を
行
っ
た
り
し
て
、
よ
り
よ
い
医
療

が
で
き
る
よ
う
に
務
め
て
い
ま
す
。
も
し
、

医
師
が
忙
し
そ
う
に
し
て
聞
き
に
く
い
場
合

は
、
ス
タ
ッ
フ
に
遠
慮
な
く
お
尋
ね
下
さ

い
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

金
原
医
師
の
相
談
外
来 

毎
週
、
月
、

水
、
金
曜
日
の

１０

時

３０

分～

１２

時
と

１５

時～

１６
時
の
間
、
私
は
主
に
、
心
の
相
談
と

発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
の
相
談
外
来
を

行
っ
て
い
ま
す
。
初
診
は
、
お
一
人
に
30
分

程
度
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
前

記
の
時
間
帯
は
、
予
約
の
方
を
優
先
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
一
般
の
病
気
で
受
診
さ
れ
た

方
は
、
主
に
石
本
医
師
が
診
療
を
担
当
し
ま

す
。
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
相

談
外
来
は
市
内
だ
け
で
な
く
、
県
西
部
全
域

や
北
九
州
か
ら
も
相
談
に
来
ら
れ
る
関
係
で

予
約
も
多
く
、
申
し
込
ま
れ
て
か
ら
受
診
ま

で
に
２
週
間
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
受
付
ま
で
ご
予

約
下
さ
い
。
お
電
話
で
も
結
構
で
す
。 

 
発
達
支
援
室
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ 

２
階
の

「
発
達
支
援
室
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
で
は
、

不
登
校
や
心
身
症
な
ど
子
ど
も
の
心
に
関
す

る
相
談
や
自
閉
症
や
学
習
障
害
な
ど
発
達
が

気
に
な
る
子
ど
も
の
支
援
の
場
と
し
て
開
設

し
、
作
業
療
法
士
や
臨
床
心
理
士
が
担
当
し

て
い
ま
す
。
幼
稚
園
や
保
育
園
、
学
校
の
先

生
方
が
相
談
に
来
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
で

す
。
又
、
３
・
４
階
の
「
じ
ね
ん
じ
ょ
」
と

連
携
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

 

子
育
て
情
報
の
発
信 

待
合
室
や
ホ
ー
ル

な
ど
に
医
療
や
子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
な

かねはら小児科ニュース 

かねはら小児科スタッフ 

    

すくすく 



Ⅰ期 満１歳～２歳未満 

Ⅱ期 小学校入学前１年間 

（年長さんの４/１～３/３１） 

Ⅲ期 中学１年生の１年間 

（４／１～３／３１） 

Ⅳ期 高校３年生の１年間 

（４／１～３／３１） 

発行人 かねはら小児科 金原 洋治 
            山口県下関市生野町2‐28‐20 
             083‐252‐2112 

            HPURL http://members.jcom.ne.jp/28149681//               

編集後記 

先日、川崎病を発見された川崎富作先生の講演を拝聴す

る幸運にめぐまれました。 病気が発見されてから４７

年が経過しても、はっきりとした原因は判っていませ

ん。８２歳の現在も研究を続けておられる先生の若々し

い語り口と情熱に会場は興奮に包まれ、偉大な先人を前

に、身の引き締まる思いでした。 １０年をむかえ、今

後も皆様のお力になれるよう、スタッフ一同頑張ってま

いります。                  ももくり さんねん 

 ポリオの予約が始まります 
５月よりポリオの接種が始まりま

す。予約制ですので、受付にてお申

し込み下さい。お電話でも受け付け

ています。 

予約開始 ４月１日（火） 

接種期間 ５月７日（水）～６月中旬 月火水金 

時  間 １４時～１４時３０分 

定  員 各日とも１７名 

※接種前後３０分間は飲食が出来ませんのでご注       

意下さい。 

栄養相談日のお知らせ  

  栄養士が担当します。子どもさんの栄養に関する

こと何でも相談してください。 
 

   時間 １４時から１６時まで 
 

 ４月  ９日（水）４月１６日（水）４月２２日（火） 

５月１４日（水）５月２１日（水）５月２７日（火） 

  ６月１１日（水）６月１８日（水）６月２４日（火） 

 麻疹･風疹混合ワクチン接種のお知らせ 
 

①４月より年長さんになる方へ 

  ＭＲ（麻疹風疹混合） 

  ワクチンを接種しましょう！                                                     

②中学１年生と高校３年生にも         

  接種を無料で実施することに      

 なりました。 

   （ 平成２０年４月より５年間のみ ） 

 全国的に麻しん（はしか）の流行がみられてい

ます。対象年齢のお子さんは早めに接種を受けま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   ※ 予約は不要です。 
     母子手帳をお持ち下さい。 

  ～喘息なんか恐くないⅢ～ 
 

今回のテーマは「吸入ステロイドについて」 

吸入ステロイドは前号でも書いたとおり、喘息予

防薬に分類されます。 

軽い発作でも毎週のように繰り返したり、抗アレル

ギー剤を予防的に飲んでいても、発作が出てしまう

ようなお子さんにはお薦めです。 

喘息では気道の炎症が発作時でなくても続いてい

ます。炎症のある気道は過敏になっているので、発

作を繰り返しやすくなっています。吸入ステロイド

は、その炎症を取り除く薬です。 

吸入タイプなので内服のステロイドとは違い、か

なり少ない量で、直接、気道に働きます。内服と比

べて全身性の副作用もほとんどみられません。局所

的には口腔内のカンジダが出ることがありますが、

使用後の「口ゆすぎ」と「うがい」で予防できま

す。 

大切なのは発作がおさまったからといってすぐに

薬をやめないことです。気道の炎症がしっかりおさ

まるまで、２～３ヶ月かかるともいわれています。

発作がなくなった状態でも医師と相談の上、薬は中

止しましょう。 

［主な吸入ステロイド］ 

  パルミコート（吸入器の購入が必要です） 

  キュバール 

  フルタイドディスカス、フルタイドエアー 

  アドエア（気管支拡張剤との合剤です） 

 

お子さんの年齢、吸入力などに応じて薬を選択し、

場合によってはスペーサー（吸入補助具）を使って

の使用をおすすめします。わからないことがあれば

何でも相談してください。 

 

     
 

 ①不登校・ひきこもりの回復のプロセス 
  講師 ＮＰＯ法人Ｎｅｓｔ 石川章 

 ②発達障害児の心の叫び 
  講師 下関リハビリテーション学院 

         新庄 玉恵 

  日時：５月２５日（日）１４時より 

  場所：山口県国際総合センター 

     海峡メッセ下関 
 

 第１６回日本小児心身症医学会中国四国地方会 

 ※ 院長が会長を務めます。 

   みなさんの参加をお待ちしております。 

 ･･･････････････････････････････････････････                     

 講演会のご案内（公開講座） 
みかんちゃんのひと口メモ 


